











RESONANCE PHENOMENON OF A PATCH ANTENNA 
 
加藤 凜太郎 
Rintaro KATO  




A patch antenna is a low-profile antenna. The resonance frequency of this antenna is obtained using 
Maxwell’s equations. The resonance frequency is approximated by the side length and the relative permittivity. 
The fringing effect on the resonance frequency is found in the VSWR characteristic. 
















図 1 方形パッチアンテナ 
 
パッチと地板間の間隔を B とし , パッチ長は
2x0 )( 00 xxx  である. パッチ下の空間の電磁界を求
める. このとき, 式(1)と式(2)の条件を使う. 
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kxEEz sin0    
(10) 
 
























 としている.  






































表 1は試験周波数が 3.0 GHzとなるように, 式(14)を用
いて決定した各パラメータである. ただし, 誘電体無し
の場合を Case1( 0.1r ), 誘電体有りの場合を
Case2( 6.2r ), Case3( 1.4r )とする.  
 
表 1 使用パラメータ 
  f B r x0 
Case 1 3.0 GHz 1.0 mm 1.0 25.0 mm 
Case 2 3.0 GHz 1.0 mm 2.6 15.5 mm 
Case 3 3.0 GHz 1.0 mm 4.1 12.3 mm 
 
電磁界シミュレータ[3]を使用して, 入力インピーダン
スを求めたものを図 2に示す. 3.0 GHz付近で虚部の値が
0となり, 共振していることがわかる.  
 
 
図 2 入力インピーダンス 
 
図2の結果をもとに, VSWRを計算したものを図 3に示
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